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工　場　加　工

２．アンカーボルトのセット寸法

スカラップ

軟鋼及び490N/mm　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）

１．溶接材料

○日本建築学会「ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事」に適合する

ＪＩＳ Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリ－ト用棒鋼」に定められる

（２）ハイベース下面のモルタル

熱 間 圧 延 異 形 棒 鋼

普通コンクリ－ト

（３）基礎・基礎ばり

○設計基準強度は Ｆｃ＝１８ ～６０ N／mm　以上

コンクリ－ト

鉄　　　筋

（１）ハイベース・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

ハイベース

１．材　　質

設    計

アンカーボルト ナット 座　金

３．ＳＲＣ柱脚と鉄骨柱形状

定着板

Ｘ　形 ＬＬ，ＬＲ形Ｔ　形

後詰め中心塗り工法
中心塗部分モルタル

４．ハイベース下面モルタルの施工

２．基礎・基礎ばりの配筋

３．コンクリートの打設

鋼材の種類，板厚により必要に応じて適切な予熱を行う

１．ウェブの両面すみ肉溶接

※　Ｔ、ＬＬ、ＬＲ、Ｈ形もＸ形の本溶接手順に準ずる．

５．溶接施工一般

予  熱

４．本溶接の順序

40mm

２．フランジの完全溶込み溶接

40mm

ＬＬ，ＬＲ　形
Ｈ 形

40mm

３．組立溶接

Ｘ　形

Ｈ　形

組立溶接

Ｔ　形

中心塗部分モルタル

ハイベース

後詰めモルタル

－３ｍｍ≦ｅ≦＋３ｍｍ

Ａ±ｅ２

Ａ
±
ｅ

アンカーボルト

平　面 高　さ

アンカーボルト

アンカーボルトの設置

は自立できる形式とし

捨てコンクリートに固

定する。

上部形板

ＳＲＣスーパーハイベース工法設計施工標準

鉄骨鉄筋コンクリ－ト構造計算規準・同解説、建築工事標準仕様書・ＪＡＳＳ６鉄骨工事、
鉄骨工事技術指針、及びＳＲＣスーパーハイベ－ス工法設計ハンドブック等による。
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規　　　格

ねじの種類

後　詰　め

モルタル

中心塗

部分モルタル

メートル並目 メートル並目

ハイベースグラウト ＮＸ２０００（含むクイック３）

○普通モルタル，または無収縮モルタル

○強度は基礎・基礎ばりの強度以上

アンカ－ボルトの

設　　　　置

たてアングル

アンボンドスリーブ

ピンアンカー 横アングル

下部形板 定着板

※２　ａ寸法はハイベース台座厚ｔ２によって変動しますが、本数値以上確保して下さい。

※１　ｔ２はハイベース台座厚を示します。ハイベース寸法一覧を参照してください。
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定着板の形状

ＬＲ　形

Ｈ　形
定　着　板

（ｍｍ）
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裏当金

２．柱とハイベースのセット

平座金の形状
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ガスシールドアーク溶接

被覆アーク溶接

1φＤ

鉄骨柱

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査によって

（１）有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

（２）溶接部にわれの入った場合には，われの両端から

方　　　法

不良溶接部の補正

５０ｍｍ以上はつり取り再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

６．検　　査

柱の溶接
注記 開先形状は参考

エンドタブの取付と
柱ウェブのすみ肉溶接

予備締めが終了した段階で白ペンキ等にて、ボルト・ナット

ハイベースに図に示すようマ－キングを施す。

予備締めの状態からナットを、３０゜回転する。

で締付ける。

４０～５０ｃｍのレンチで、４００Ｎ程度の力

本　　締　　め

予　備　締　め

アンカーボルト

締付けトルクの目安：２００Ｎ・ｍ

φ３０

（ ）０
許容差　＋１０゜

φ４２

５．　アンカーボルトの締め付け

無収縮モルタル

無収縮モルタル

普通モルタル

後詰めモルタルの

中心塗部分モルタル
ウェブ突出部

の養生

柱ウェブ

エンドタブ

ハイベース

ａ

アンカーボルトの締め付けまで

            ３日以上

２日以上

４日以上

中心塗部分モルタル一辺のサイズ（ａ）

柱サイズ

ａ

後詰めモルタル

４００～５００ ５５０～７００ ７５０～８００

ａ（ｍｍ） １５０ ２００ ３００

備　　　考
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40mm

組立溶接
組立溶接

組立溶接

よい。

アンカ－ボルト

設置精度の目標値

養生

注意

注意

長

※1

※2

※2

警告 アンカーボルト及びナットは、加熱・溶接・切断を行わないで下さい。

セ

ッ

ト

質

量

ｋｇ

※2

または、これと同等以上の無収縮モルタル

ＳＲＣスーパーハイベース工法の設計・施工は，鋼構造設計規準・同解説、
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BCJ評定-ST-0084BCJ評定

大臣認定 MBLT-0042～0046 (アンカーボルト)

MSTL-0180 (ベースプレート)

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

ＳＮ４９０Ｂ同等 降伏比70％以下 強度区分8 ＳＭ４９０Ａ ＳＳ４００

（一般構造用

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０６
※２

（六角ナット）
※２

ＪＩＳ　Ｂ１１８１
※２

（大臣認定取得材）

ＨＡＢ
※１

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｓｔ

※　柱とハイベースの溶接は、完全溶込み溶接

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、アンカーボルトの締付け、これらの施工は、

センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務づけられています。）
２．本資料以外の施工方法で行った場合、スーパーハイベースの性能が発揮できなくなります。

－３ｍｍ≦ｅh≦10mm

基準高さよりの誤差eh

ハイベースグラウトＮＸ２０００
又は、これらと同等以上の無収縮性モルタル( )

ハイベースグラウトＮＸ２０００
又は、これらと同等以上の無収縮性モルタル( )

(曲げ負担の場合は、完全溶込み溶接とする)

余　盛

から柱側B点へ向かってなめ

溶接余盛はハイベース側A点

らかになるように施工する。

ハイベース

B

A

裏当金

柱
注入方法はヘッド圧工法による

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２

九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０

横浜 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９４５ 中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

センクシア株式会社

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

１．　アンカーボルトの設置

現　場　施　工

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。
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